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News!

News!

「ゆめファーム全農」の取り組みPR
「幸手市民まつり」で青果物を販売

　
全
農
は
、10
月
26
日
に
埼
玉
県
幸
手
市
で
開
か
れ
た「
幸
手
市
民
ま

つ
り
」で
、「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
幸
手
」の
紹

介
を
行
う
と
と
も
に
、ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
の
各
施
設
や
V
F
ラ
ン
ド

で
生
産
さ
れ
た
青
果
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

全
農
で
は
、2
0
2
6
年
度

に「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
幸
手
」を
埼
玉

県
幸
手
市
に
開
設
し
ま
す
。

　
本
施
設
は
、
施
設
園
芸
で
の

就
農
を
希
望
す
る
研
修
者
を
受

け
入
れ
、
約
2
年
間
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
、
大
規
模
施

設
園
芸
に
お
け
る
栽
培
管
理
・

労
務
管
理
な
ど
を
実
践
的
に
習

得
す
る
研
修
拠
点
と
な
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
、
本
施
設
周

辺
の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、幸
手
市
民
ま
つ

り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

幸
手
市
民
ま
つ
り

で
は
、地
元
の
J
A
埼

玉
み
ず
ほ
農
産
物
直

売
所「
さ
く
ら
フ
ァ
ー

ム
」の
協
力
を
得
て
、

ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ

ウ
リ
を
販
売
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
野
菜
は

本
会
の
実
証
施
設
で
あ

る「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全

農
と
ち
ぎ
・
こ
う
ち
・

S
A
G
A
」お
よ
び
研

究
・
開
発
拠
点
で
あ
る

「
V
F
ラ
ン
ド
」で
栽
培

さ
れ
た
も
の
で
、好
評

の
う
ち
に
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

耕種資材部

「うんこドリル」で学ぶ食と環境
全国の小学校へ2万部配布

全
農
は
㈱
文
響
社
と
共
同
で
、
小
学
生
向
け
啓
発
冊
子『
う
ん
こ

ド
リ
ル 

食
べ
物
の
つ
な
が
り
』と
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
を
制
作
し
ま
し

た
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
じ
て
、
食

と
環
境
の
つ
な
が
り
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

本
冊
子
は
、
家
畜
の
排
せ
つ

物
が
堆
肥
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
再
利
用
さ
れ
る
資
源
の
循
環

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。
冊
子
は
、
希

望
の
あ
っ
た
全
国
の
小
学
校
に

約
2
万
部
を
配
布
し
、
加
え
て

佐
賀
県
内
の
全
小
学
校
に
約

4
万
5
千
部
を
配
布
し
ま
し

た
。
冊
子
と
併
せ
て
楽
し
め
る

ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
は「
循
環
の

仕
組
み
」を
ゲ
ー
ム
内
で
体
験

で
き
ま
す
。

今
年
度
、
全
農
は
佐
賀
県
を

モ
デ
ル
と
し
て「
耕
×
畜
な
び
」

を
活
用
し
た
畜
産
農
家
と
耕
種

農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
創
出
を
進

め
て
お
り
、
生
産
・
消
費
の
双

方
の
現
場
か
ら
環
境
意
識
と
食

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
じ
て
本
冊
子
を
活
用
し
、

持
続
可
能
な
農
業
の
重
要
性
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

畜産総合対策部

©︎Y.FBKS

「耕×畜なび」は
こちらから
https://ko-chiku.com/

ドリルとゲーム『うんこで
ぐるぐる！エコファーム』
はこちらから
https://ko-chiku.com/
unko

ド
リ
ル
の
中
身（
右
）と
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム

出
展
ブ
ー
ス
で
青
果
物
を
販
売
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News!

News!

　
あ
き
た
こ
ま
ち
41
周
年
目
と

な
る
今
年
は
、「
未
来
に
向
か
っ

て
40
+
1（
よ
〜
い
）ド
ン
!
」

と
題
し
て
開
催
。
秋
田
県
本
部

の
椎
川
浩
県
本
部
長
に
よ
る
ホ

イ
ッ
ス
ル
の
合
図
と
と
も
に
、

81
チ
ー
ム
約
6
0
0
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
42
・
1
9
5
㌔
を
た
す

き
で
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
秋
田
県
本
部
か
ら
は
、椎
川
県

本
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
職
員

で
構
成
し
た
3
チ
ー
ム
42
人
が

出
場
。数
多
く
の
陸
上
競
技
大
会

で
入
賞
実
績
を
持
ち
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
志
村
美
希
さ

ん
を
チ
ー
ム
に
加
え
、他
の
参
加

者
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま

た
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で「
あ
き
た

こ
ま
ち
」や
現
在
取
り
組
ん
で
い

る「
e
a
t
A
K
I
T
A
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
P
R
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
る
と
秋
田
県
産
米
な
ど
が

必
ず
当
た
る「
巨
大
ガ
チ
ャ
」を

設
置
し
た
ほ
か
、
秋
田
県
産
白

玉
粉
を
使
用
し
た
温
か
い「
お

し
る
こ
」を
振
る
舞
い
、
ラ
ン

ナ
ー
を
応
援

し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
本

部
は
、今
後
も

ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
県
産

農
畜
産
物
の

P
R
活
動
を

積
極
的
に
展

開
し
て
い
き

ま
す
。

全
農
は
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
ミ
ル
ク（
以
下
Ｊ
ミ
ル
ク
）が
11
月

に
東
京
で
開
い
た「
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ル
ク
フ
ェ

ス
in
豊
洲
」に
出
展
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
農
水
省
と
J

ミ
ル
ク
が
立
ち
上
げ
た「
牛
乳

で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
初
開
催
さ
れ
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
価
値
や
魅
力

が
体
感
で
き
る
と
あ
っ
て
、
約

3
万
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

全
農
ブ
ー
ス
で
は
、
グ
ル
ー

プ
会
社
の
協
同
乳
業
㈱
、
酪
王

協
同
乳
業
㈱
、
日
本
酪
農
協
同

㈱
の
お
勧
め
商
品
の
販
売
に

加
え
、
牛
乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
と
し
て
、
景
品
が
も
ら

え
る
酪
農
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を

実
施
し
大
好
評
で
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
キ
ッ
ク
オ

フ
と
し
て
、
生
乳
不
需
要
期
の

3
月
末
ま
で
酪
農
業
界
や
異
業

種
と
の
積
極
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
、
牛
乳
の
魅
力

を
広
め
需
要
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

「あきたこまちリレーマラソン」に協賛
「あきたこまち」やプロジェクトをPR 秋田県本部

　
J
A
グ
ル
ー
プ
秋
田
・
秋
田
県
本
部
が
特
別
協
賛
し
た「
あ
き
た
こ

ま
ち
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
5
」が
11
月
2
日
、秋
田
県
立
中
央
公

園
・
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、販
売
し
た
牛
乳
は

2
時
間
で
売
り
切
れ
に

コ
ラ
ボ
企
業
提
供
の
景
品
が
も
ら
え

る
ミ
ル
み
る
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

牛乳消費拡大へ「ミルクフェスin豊洲」に出展
消費者が牛乳・乳製品の価値や魅力を体感 酪農部

「eat  AKITAプロジェクト」をPR

温かいおしるこでランナーを応援

3

JA Zennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

2025 12 .1 vol.1129 2025 12.1 vol.1129



共創で描く、日本の食の未来
　全農と日本ハム株式会社が、2024年7月に包括的な事業連携を発表してから１年が経過しました。そこで、日本ハムの井
川伸久代表取締役社長と全農の齊藤良樹代表理事専務に加え、双方からそれぞれ3名の若手職員が参加し共創を通じて
実現したい「日本の食の未来」について、意見交換を行いました。　　　　 　　　　 【広報・調査部、畜産総合対策部】

テレ東BIZ 日本経済新聞

日本ハム・井川社長×全農・齊藤専務と若手職員が対談

（左から）日本ハムの井川伸久代表取締役社長、伯井里帆さん、
岩崎佑紀さん、大久保一美さん

（左から）全農の藤井理香子さん、古屋拓真さん、松井文香さん、
齊藤良樹専務

全農・松井　私が思い描くのは、国産
食材や地元の食材を使用した料理が
並ぶ食卓です。地域の食材を日常の
食卓に取り入れることは地方の活性化
にもつながると考えています。「国消国
産」や「地産地消」がもっと当たり前に
なってほしいです。
日本ハム・伯井　「食」を通じて人と
人、人と地域がつながる食卓が理想で
す。食事に「コスパ」や「タイパ」を求め
る声も多いですが、そうしたニーズに応
えつつ、個人的には社会的・情緒的な
価値も大切にしたいと考えています。
井川社長　未来の「食べる喜び」はど
のように変化すると思いますか？
日本ハム・伯井　自分だけでなく、一
緒に食卓を囲む家族や仲間の「食べ
る喜び」も大事にしたいと常日頃から感
じています。これからは「共に食べる喜
び」を分かち合える空間づくりも重要に
なると思います。
日本ハム・岩崎　確かに、家族と仲間
と共に囲む食卓の楽しさは、これからも

変わらず続いてほしいですね。また、食
物アレルギーを持つ方など、健康に不
安や悩みがある人でも安心して食べら
れる食品の開発にも期待しています。
齊藤専務　皆さんが考える「理想の
食卓」を実現するために、これからどん
なことに取り組んでいきたいですか？
全農・古屋　農業従事者が減少して
いるなかで、収入や労働環境の改善
が必要です。資材コストの上昇が農畜
産物の販売価格に反映されにくい現
状を見ています。価格形成の仕組み
や、それを反映できる市場環境の整備
が重要だと考えます。
日本ハム・大久保　古屋さんと同じく、
農畜産業で働く人が減っていることに
危機感を持っています。私は養豚支援
システム「PIG LABO®」の開発を担当
しており、AIやIoT技術で生産効率化
と省資源化をサポートしていきたいで
す。畜産飼料やメタンガスなど環境課
題にも取り組みたいです。
全農・藤井　国産の農畜産物の素晴ら
しさをより多くの消費者に伝えたいです。
日本の宝である「和牛」も物価高の影響
で節約思考が広がり、消費が伸び悩ん

でいます。そこで、消費拡大キャンペー
ンを展開し、改めて和牛の美味しさに目
を向けてもらえるよう取り組んでいます。

全農・松井　井川社長と齊藤専務は
どのようなシーンで「食べる喜び」を感
じられますか？
井川社長　私は今、単身赴任中なの
で、家族全員が集まって食事をすると
きに一番「食べる喜び」を感じていま
す。他にも、地方でその土地のおいし
いものに出会った時の驚きや喜びも特
別です。
齊藤専務　一人で食べるよりもみんな
で会話しながら食べたほうがおいしく感
じられます。一緒にテーブルを囲むだけ
で、皆と心がつながるのを実感します。

若手職員が描く
5、10年後の理想の食卓とは

食べる喜びを感じる瞬間

※井川社長と齊藤専務による対談も実施し
ました。全文は、テレ東BIZHP、日本経済
新聞HPにてご覧いただけます。
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地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
・

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
・

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
有
利
販
売
と

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
有
利
販
売
と

産
地
強
化
に
注
力

産
地
強
化
に
注
力

ＪＡちちぶ
（埼玉県）

概要 2025 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　      　7273人
准組合員数　　　     　 　7252人
職員数                       143人
販売品取扱高            13億6千万円
購買品取扱高          43億4千万円
貯金残高  　         1107億9千万円
長期共済保有高      2359億2千万円
主な農産物　　キュウリ、ナス、イチゴ、
　ブドウ、柿、カボス、肉・乳牛、コンニャク、
　養蚕

地
域
農
業
活
性
化
・
農
産
物
の

地
域
農
業
活
性
化
・
農
産
物
の

価
値
高
め
、
地
域
の
魅
力
発
信

価
値
高
め
、
地
域
の
魅
力
発
信

と
比
べ
ら
れ
な
い
」と
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

　

生
産
出
荷
を
行
う
園
芸
部
会

と
連
携
し
、
有
機
質
肥
料
を
用

い
た
土
作
り
や
栽
培
管
理
指
導

を
徹
底
す
る
こ
と
で
、良
食
味
の

追
求
を
は
じ
め
、
生
産
者
の
栽

培
技
術
や
生
産
性
、
品
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
伝
統
野
菜
の
し
ゃ
く
し

　
J
A
で
は
、
荒
川
の
き
れ
い

な
水
と
昼
夜
の
寒
暖
差
を
生
か

し
た
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展

の
た
め
、
主
に
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の

有
利
販
売
と
産
地
強
化
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
秩
父
地

域
産
ブ
ラ
ン
ド
の「
秩
父
き
ゅ
う

り
」は
人
気
が
あ
り
、
お
い
し
さ

は
市
場
関
係
者
か
ら「
他
産
地

度
向
上
を
目
指
し
て
、J
A
は

秩
父
観
光
農
林
業
協
会
と
連
携

し
、
県
内
外
で
の
P
R
活
動
に

努
め
て
い
ま
す
。S
L
車
内
や

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
特
産
品

の
P
R
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

で
、
農
業
と
観
光
の
結
び
付
き

強
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
は
地
域
農
業
の
活
性
化

と
、
四
季
折
々
の
観
光
名
所
が

楽
し
め
る
よ
う
、
農
産
物
の
価

値
を
高
め
、
地
域
の
魅
力
発
信

の
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

特産品の「あまりん」

埼玉県

群馬県

東京都

山梨県

栃木県

　
J
A
ち
ち
ぶ
は
埼
玉
県
西
北

部
に
位
置
し
、
県
面
積
の
4
分

の
1
に
わ
た
る
中
山
間
地
域
を

管
内
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
根

付
く
多
く
の
祭
り
が
農
業
や
物

流
と
結
び
つ
き
、
管
内
最
大
の

祭
り
で
あ
る「
秩
父
夜
祭
」も
、

伝
統
産
業
で
あ
る
養
蚕
業
と
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

菜
の
契
約
栽
培
と
、J
A
で
加

工
し
た「
ち
ち
ぶ
菜
漬
」の
販
売

推
進
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
活

性
化
と
農
業
所
得
の
増
大
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

秩
父
地
域
は
都
心
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド

の
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
を
楽

し
め
る
観
光
農
園
が
多
い
こ
と

か
ら
、
人
気
の
観
光
地
の
一
つ
で

す
。
特
に
、
県
育
成
品
種
イ
チ
ゴ

「
あ
ま
り
ん
」や「
か
お
り
ん
」を

は
じ
め
、地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

の
ブ
ド
ウ「
ち
ち
ぶ 

山
ル
ビ
ー
」

を
求
め
て
、
多
く
の
観
光
客
が

観
光
農
園
や
J
A
直
売
所
に
訪

れ
ま
す
。

　

観
光
農
業
の
さ
ら
な
る
認
知

ブドウの収穫体験（ちちぶ 山ルビー）

半促成栽培のキュウリ

伝統野菜の「しゃくし菜」

観
光
業
と
連
携
し

観
光
業
と
連
携
し

農
産
物
の
価
値
を
高
め
、

農
産
物
の
価
値
を
高
め
、

地
域
の
魅
力
発
信

地
域
の
魅
力
発
信

地
域
農
業
の
活
性
化
と

地
域
農
業
の
活
性
化
と

農
業
所
得
の
増
大
を
目
指
し
て

農
業
所
得
の
増
大
を
目
指
し
て
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環
境
活
動
神
奈
川
県

小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
が
事
例
報
告

　石川テレビ放送のアナウンサーを経て現在はフリー。野菜を作る
アナウンサー「ベジアナ」として家庭菜園歴は25年。都市でも農に
親しむ市民、消費者が増えれば、農業・農村への理解が深まり、価
値向上につながると考え、取材、執筆、メディアやSNSなどでも活動
を行う。また、農ジャーナリストとして、都市農村交流や、生産と消費
のフェアな関係をテーマに全国で取材、講演、シンポジウムでの司会
やコーディネーターなどを行う。日本農業新聞ほかでコラム連載中。
農林水産省・世界農業遺産等専門家会議委員なども務める。

小谷あゆみさん農ジャーナリスト･フリーアナウンサー
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集

全
農
が
2
0
0
8
年
か
ら
力
を
注
い
で
い
る
「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調

査
」は
、
生
産
者
と
消
費
者
、
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
生

き
も
の
を
調
べ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
農
業
や
食
と
環
境
に
つ
い

て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
活
動
で
す
。２
０
２
４
年
ま
で
に
8
3
5
回

開
催
さ
れ
、
参
加
総
数
は
3
万
8
8
1
1
人
に
上
り
ま
す
。
10
月
の
イ
ベ

ン
ト
に
同
行
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

稲を手に持ち笑顔の子ども

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
で

子
ど
も
が
変
わ
る
、

農
家
も
変
わ
る

秋
の
田
ん
ぼ
で

生
き
も
の
観
察

全
農
が
主
催
す
る
「
稲
刈
り
と

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」の
イ
ベ

ン
ト
が
10
月
4
日
、
神
奈
川
県
伊

勢
原
市
で
あ
り
、
親
子
17
組
、
44

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
で

は
、
全
農
広
報
・
調
査
部
の
岡 

八

寿
博
次
長
が
、「『
い
た
だ
き
ま
す
』

の
意
味
は
、
ご
は
ん
を
作
っ
た
人
へ

の
感
謝
と
同
時
に
、
生
き
も
の
の

い
の
ち
を
頂
く
こ
と
へ
の
感
謝
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
の
は
、市
内
の
米

農
家
、内
藤
正
行
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で

す
。
神
奈
川
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
は

る
み
」な
ど
を
3
㌶
で
営
む
内
藤

さ
ん
は
、十
数
年
前
か
ら
こ
の
活
動

に
協
力
し
、今
年
は
7
月
に
続
い
て

2
回
目
の
生
き
も
の
調
査
で
す
。

田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ
た
途

端
、何
匹
も
の
ク
モ
が
稲
株
の
間
を

素
早
く
走
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。

そ
の
名
も
「
ハ
シ
リ
グ
モ
」。
湿
地

や
水
田
、
小
川
な
ど
に
見
ら
れ
、
他

の
昆
虫
な
ど
を
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
講
師

を
務
め
る
谷
川
徹
さ
ん
で
す
。
高

知
県
梼
原
町
で
循
環
型
農
業
を
営

む
傍
ら
、
生
き
も
の
調
査
な
ど
の

指
導
を
す
る
農
と
生
き
も
の
研
究

所
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
カ
マ
の
使

い
方
を
教
わ
り
、
ま
ず
は
稲
刈
り

体
験
で
す
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

筆
者
も
稲
の
株
も
と
を
つ
か
ん
で

カ
マ
を
入
れ
る
と
、
小
さ
な
虫
が

あ
ち
こ
ち
に
飛
び
跳
ね
ま
す
。
黄

金
色
に
実
っ
た
秋
の
田
ん
ぼ
は
、
外

か
ら
見
た
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
一
歩
中
に
入
る
と
こ
ん
な

に
も
生
命
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る

の
か
と
、
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

21
種
類
の

生
き
も
の
を
観
察

生
き
も
の
観
察
が
始
ま
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
一
斉
に
田
ん
ぼ
に

会場となった田んぼ 
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小谷あゆみさん農ジャーナリスト･フリーアナウンサー

ち
帰
ら
な
い
ル
ー
ル
で
す
が
、
女

子
も
男
子
も
カ
エ
ル
や
昆
虫
を
愛

お
し
そ
う
に
な
で
た
り
観
察
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
田
ん
ぼ
に

入
り
、
自
分
で
生
き
も
の
を
見
つ

け
る
と
、こ
ん
な
に
興
味
を
持
つ
の

か
と
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。小
2
の
男
の
子
が
「
カ
エ

ル
を
手
で
持
て
た
。
ま
た
田
ん
ぼ

へ
来
た
い
」と
話
す
と
、
隣
に
い
た

お
母
さ
ん
は
、「
今
ま
で
虫
も
こ

わ
が
っ
て
触
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

ん
で
す
」と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

自
然
界
の
不
思
議
や
生
命
力
に

は
っ
と
驚
く
感
性
を
、
生
物
学
者

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
は
、「
セ
ン

ス
オ
ブ
ワ
ン
ダ
ー
」と
名
付
け
ま
し

た
。
セ
ン
ス
オ
ブ
ワ
ン
ダ
ー
は
、
本生きもの調査で採集されたカエル

来
、
子
ど
も
の
頃
に
は
誰
も
が
持
っ

て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も

生
き
も
の
と
触
れ
合
う
機
会
が
な

い
と
、
そ
う
し
た
感
性
や
情
緒
は

培
わ
れ
ま
せ
ん
。

生
き
も
の
の
存
在
が

人
の
心
を
変
え
る
…
！？

谷
川
さ
ん
に
よ
る
と
、
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査
で
変
わ
る
の
は
、子

ど
も
や
そ
の
親
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
農
家
自
身
に
も
変
化
を
も

た
ら
す
そ
う
で
す
。
農
業
の
大
規

模
化
・
機
械
化
に
よ
り
、
か
つ
て
に

比
べ
て
農
家
が
自
分
の
田
ん
ぼ
に
ど

ん
な
生
き
も
の
が
い
る
の
か
、
じ
っ

く
り
見
る
機
会
は
減
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
く
ま
な
く
田
ん
ぼ
を

歩
い
て
生
き
も
の
観
察
を
す
る
と
、

農
作
業
の
時
に
は
見
え
な
か
っ
た

“
い
の
ち
”が
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
そ
う
で
す
。

一
方
、
長
年
、
子
ど
も
や
市
民
と

一
緒
に
生
き
も
の
調
査
を
し
て
き

た
内
藤
さ
ん
は
、「
稲
の
生
育
と
同

じ
ぐ
ら
い
、
生
き
も
の
の
こ
と
を
気

に
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
話
し

ま
す
。
田
ん
ぼ
の
ど
こ
に
生
き
も
の

が
潜
ん
で
い
る
か
を
、
熟
知
さ
れ
て

い
ま
す
。
薬
や
肥
料
を
ま
く
時
は
、

稲
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
て
か
ら

使
用
す
る
そ
う
で
す
。

田
ん
ぼ
は
稲
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
生
き
も
の
の
命
も
育
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
か
ら
自
分
た
ち
の

食
べ
る
お
米
は
生
ま
れ
て
い
る
。
田

ん
ぼ
で
飛
び
跳
ね
た
カ
エ
ル
や
ド

ジ
ョ
ウ
を
つ
か
ま
え
た
経
験
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、

よ
そ
の
田
ん
ぼ
を
見
て
も
、
ど
ん
な

生
き
も
の
が
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
水

田
や
農
業
へ
の
見
方
が
変
わ
っ
て
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
作
る
人
と

食
べ
る
人
が
同
じ
目
線
に
な
る「
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」は
、
双
方

の
未
来
を
創
造
し
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

（右）採取した生き物を参加者で観察（左）谷川さんの説明を熱心に聞く子どもたち

「田んぼの生きもの調査」への思いを語る内藤さん

這
い
つ
く
ば
っ
た
り
、
水
路
に
入
り

こ
ん
だ
り
し
て
虫
や
生
き
も
の
を

探
し
始
め
ま
す
。早
速
、一
人
の
女

の
子
が
、つ
か
ま
え
た
ド
ジ
ョ
ウ
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
収
穫
期
の

田
ん
ぼ
は
乾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

て
も
、
土
の
中
は
想
像
以
上
に
湿

り
気
が
あ
り
ま
す
。
ド
ジ
ョ
ウ
は

田
ん
ぼ
の
泥
の
中
で
冬
越
し
を
す

る
そ
う
で
す
。
30
分
ほ
ど
の
採
集

で
集
ま
っ
た
の
は
、コ
シ
マ
ゲ
ン
ゴ
ロ

ウ
、ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
、エ
ン
マ
コ
オ

ロ
ギ
、
ク
ビ
キ
リ
ギ
リ
ス
の
ほ
か
、

空
に
は
モ
ズ
や
ア
オ
サ
ギ
な
ど
、
数

え
る
と
21
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

生
命
の
不
思
議
に
驚
く

セ
ン
ス
オ
ブ
ワ
ン
ダ
ー

講
師
の
谷
川
さ
ん
は
、「
ア
マ
ガ

エ
ル
は
田
ん
ぼ
で
生
ま
れ
て
田
ん

ぼ
で
育
ち
ま
す
。
や
が
て
外
へ
出

て
い
き
ま
す
が
、
ま
た
田
ん
ぼ
へ

戻
っ
て
き
ま
す
。
も
し
も
、
田
ん

ぼ
が
な
く
な
れ
ば
ア
マ
ガ
エ
ル
も

減
り
、
こ
の
辺
り
一
帯
の
生
態
系

が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
」と
、
田

ん
ぼ
が
地
域
の
生
物
多
様
性
を

保
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

つ
か
ま
え
た
生
き
も
の
は
、
持
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JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

JA全農の産地直送通販サイト

発行／全国農業協同組合連合会 2025年（令和7年）12月1日発行（毎週月曜日発行）
第3525号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力
を日々 発信中！　フォローはこちらから

「ほんやまじねんじょ」は、寒暖の差が激しい静岡市本山の地で
栽培された風味豊かなジネンジョです。
桜舞い散る中で植えつけられ、若芽が芽吹く新緑、雨続く梅雨、
暑さ厳しい盛夏の中をじっと堪えて、いよいよ目にも鮮やかな紅葉
美しい季節に収穫されます。
土の中で過ぎゆく季節を過ごすからこそ、まるで故郷を思い出さ
せるような“山の香り”がするのです。
長年の研究により確立された“ほんやま方式”で育てられた「ほん
やまじねんじょ」は、一般的なジネンジョに比べ粘りが強く、色が
白く、真っすぐ育っているため、とろろ飯はもちろん、お刺し身や
磯部揚げなど、さまざまな料理でお楽しみいただけます。

しずおか『手しお屋』しずおか『手しお屋』

静岡県産 ジネンジョ「ほんやま
じねんじょ」ＪＡ静岡市 M1本
…4130円（税込み） ご注文は

こちらから

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
「
雫
グ
ミ 

愛
媛
県
産
紅
ま
ど
ん
な
」

湘南はるみ
ライスウイスキー

全農と全国農協食品㈱は「ニッポンエールグミ」の新商品全農と全国農協食品㈱は「ニッポンエールグミ」の新商品
として、ニッポンエール「雫グミ愛媛県産紅まどんな」を開として、ニッポンエール「雫グミ愛媛県産紅まどんな」を開
発しました。全国農協食品から12月15日、全国量販店で発しました。全国農協食品から12月15日、全国量販店で
発売します。発売します。� 【営業開発部・全国農協食品㈱】

「雫グミ愛媛県産紅まどんな」は、愛
媛県産「紅まどんな」の果汁を原料に使
用しています。
「紅まどんな」は2005年3月に品種
登録された愛媛県のオリジナル品種で、
果肉はゼリーのように滑らかで、糖度が
高く酸抜けも早いことが特徴です。雫グ

ミは中のジュレが多く、ぷるぷるとした
食感をお楽しみいただけるグミとなって
います。
全農は、国産農畜産物の消費拡大や
生産振興に向けて、今後も「ニッポン
エール」の取り組みを全国の産地・品目
に拡大していきます。

米由来のまろやかな甘みと深いうまみが口の中に広が
り、滑らかな口当たりを楽しめます。参考価格（税込み）
は、700㍉㍑で11,000円、200㍉㍑は3,300円。

商品には、神奈川県産米「はるみ」を原料として使用し
ています。「はるみ」は、「湘南の晴れた海」に由来し、JA
全農が19年の歳月をかけて開発した品種です。
精米した米に、麦芽の代わりに発芽玄米を用いて糖化

熟成することで、米100％のオールライスウイスキーの製
造を実現しました。

神奈川県本部は久米仙酒造㈱と連携し、神奈川県史上
初となるお米のみで作られた「湘南はるみライスウイスキー」を
開発しました。１１月２７日から県内JA農産物直売所やJAタ
ウンで販売しています。� 【神奈川県本部】

ご
注
文
は

こ
ち
ら
か
ら

8


